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平成29年度の学校運営協議会の活動もほぼ終わり、協議会だより第２号では各部会の方々に今

年度の活動結果や諸々の課題等を語っていただきました。 

 

 

 

平成２９年度を振り返って 

学校運営協議会会長  網代宗四郎 

太陽の暖かな陽ざしや花のほころびに春の気配が感じられる今日この頃でございますが、皆様に

はご健勝の事と推察申し上げます。 

 日頃より学校運営協議会の活動に温かいご理解・ご協力をいただきまして、誠にありがとうござ

いました。お陰様で今年度の事業も滞りなく行う事が出来ました。 

 ここで平成２９年度を振り反ってみたいと思います。  

 学校運営協議会の活動のテーマを年頭におき、一年間活動してまいりました。

とりわけ、サプテーマ：「みんなの力で守り育てよう、瀬谷さくら小学校、さく

らの子」にありますように、保護者・地域の皆さんが瀬谷さくら小学校の発展

を願って学校運営に温かいご理解とご支援をいただきました。また、児童の皆

さんが安全に安心して伸び伸びと勉強やスポーツが出来るように、さらに、様々

な体験を行ったり、多くの方々とのふれあいの機会づくりに努力してくださいました。お陰様で、

学校創立８周年にふさわしい確かな歴史を刻まれたと思います。そして、児童の皆さんお一人おひ

とりが立派に成長され、とても頼もしく感じられます。 

改めて、学校運営協議会の活動に、さらに、さくらの子基金にご協力いただきました皆様に心よ

り御礼申し上げます。 

皆様ご存知の通り、ピョンチャン冬季オリンピックが２月２５日１７日間の熱戦に幕を下ろしま

した。日本は、金メダル４個、銀メダル５個、銅メダル４個、計１３個ものメダル獲得という史上

初の快挙を成し遂げられました。 

選手の皆さんが、競技を通して私たちに大きな感動と勇気と更に様々な事を教えてくださいまし

た、選手生命が危ぶまれるほどの怪我をしても、回復を信じ忍耐強くリハピリヤや練習に励むと言

うこと、チームの皆さんを信じ励まし合いながらチームプレーに徹するという事、失敗しても途中

であきらめずに最後まで頑張るという事などです。 

選手の皆さんが、応援や支援してくださった方々に、感謝の気持ちを述ぺられておりましたが、

とても大切な事だと思います。児童の皆さんが、自分も大きな夢を持って頑張れば成し遂げること

が出来ると感じていただけたのではないでしようか。 

 

 

 

 

横浜市立 瀬谷さくら小学校 

学 校 運 営 協 議 会 だ よ り 

平成30年 3月 12日 

平成２９年度・第2 号 



学校運営協議会だより 平成２９年度・第 2号 

 

2 

 

1年間の感謝を込めて 

瀬谷さくら小学校 校長 伴 英子 

地域の皆様、保護者の皆様には、日頃より学校教育活動へのご理解とご協力を心から感謝申し上

げます。 

着任して1年が過ぎようとしているところですが、学校を取り巻く地域の温かさにことあるごと

に驚かされ、ありがたく思う日々でした。昨年暮れには、学習発表会の中で学校

運営協議会の活動の様子が映像にて報告されましたが、子どもたちは食い入るよ

うに見つめ、説明を熱心に聞く様子が見られました。興味が深いことの表れと感

じました。 

また、先日地域の方より、「子どもたちがよくあいさつをしてくれるようになっ

た」とお褒めの言葉をいただきました、大変うれしいことです。引き続き、あい

さつの励行、地域の皆様とのよりよい関わり、交通安全など身近にできることに

重点を置き、取り組んで参りたいと思います。 

 1 年間、大きな事故等なく過ごせましたこと、ありがとうございました。来年度もどうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 

子ども達の挨拶で元気を貰っています 

学援隊 隊長 馬場 勝己 

今年度も２月５日に「学援隊・教育支復員の感謝の会」を全校生徒で開いてくれました。下瀬谷

地区、ひなた山地区の学援隊・教育支援員が招待され、４０名余りが参加しまし

た。感謝のことばに続き、感謝状までもいただき、その上、歌のプレゼント

までもあり、涙が出るばかりの感激を覚えました。 

 下瀬谷坂上交差点に立って、児童の見守りを始めて今年で８年になりま

す。毎朝児童の元気な挨拶の声が響きます。「おはようございます」「行って

きます」。 「今日も一日気持ち良い日が過ごせるな」と感じる瞬間です。挨

拶には、人に近づく、心を開くという意味があります。自然に挨拶ができるよ

うになると良いですね。 

 子どもは、「地域の宝、日本の宝」です。子ども達の健やかな成長を願ってこれからも見守り

に立ちます。子ども達の挨拶が私の元気の源ですから。 

 

地域の方に見守られて 

                  瀬谷さくら小学校副校長  中島 早苗 

私が副校長として瀬谷さくら小学校に赴任して、３年となります。この間、絶えず学校運営協議

会の５つの部会の支援をいただきました。 

学援隊登録者数は１２０名を超え、４月からの活動実数は２００日を超え

ます。特に冬の寒い日、朝練に合わせて早い時間からの活動には頭が下がり

ます。さくらの子応援隊では算数サポートをはじめとした教育支援をいただ

きました。今年度は３・４年生に加え、５・６年生のサポートも始まりまし

た。７月、２日間に渡って行われたさくら小地域夏まつりでは、多くの児童が
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楽しむ姿が見られました。１月の地域防災拠点小中合同訓練では、避難訓練後、中学生と本校６年

生が防災拠点について学び、体験の機会を得ることができました。また、学習発表会では広報部会

が新しい取組として映像による活動報告を行いました。 

今ふれた活動は全てボランティアです。「子どもは地域の宝。」「子どもの笑顔で元気をもらうよ。」

始めたきっかけはそれぞれだと思いますが、児童への温かいまなざしと熱い思いは共通のものです。

児童は、この支援をいただき、様々な知識、体験を獲得できますが、地域に見守られ、人とのふれ

あいやつながりの大切さを知ることが一番のよさだと感じています。月並みな言葉ですが、活動に

対しては感謝の一言しかありません。 

 活動者数の減少など、課題はありますが、今後も、引き続きご支援をいただけるようにお願い

いたします。 

 

瀬谷さくら小学校校内での子どもとのふれあい 

                     さくらの子応援隊 近藤 三夫  

 私たちが、校内に入り算数サポート、算数補充、クラブ活動の支援を実施していることは、当初

信じられませんでした。授業中に校内の教室に入るのは保護者かＰＴＡ役員達だ

けかと思っていました。 

 さくらの子応援隊の先輩たちは、このようなすごいことをやってきて今で

もそれが継続していることは素晴らしいことです。 

 子どもたちと直接顔を合わせ、会話ができる。このことは子供たちにとっ

ては、自分が解らないことを、その場で直ぐに教えて貰える。一方、私たちは

素直な子どもの質問に、理解するまで教えてあげることができます。算数で答

えを出す場合、何故その答えになるのかを考えることが重要で、答えを導く方法は一つではないこ

とも理解出来るように教えます。 

 本年度の２月に２年生の九九を２回支援しました。２年生たちは、初体験のことで非常に期待を

していたようです。教室に入ると同時に大きなそして元気な声で挨拶をしてくれました。ここでも

小人数制で、九九を下からの順と上からの順及び不規則な順で一人ずつ唱えて学んでいました。中

には途中で、詰まる子もいましたが、取り組み方が真剣で大変印象が良かったです。 

 

規則とマナーを身に付けよう！ 

学援隊（ひなた山第二自治会） 鈴木 一憲 

今年の冬は氷点下２度、３度と厳しい日が続きました。 

朝練の生徒が元気よく、おはようございます！と挨拶を交わします。何時もと変わらない朝の一

時です。 

私は下瀬谷坂上の交差点に立って5年になります。この坂で、多くの卒業生、

新一年生を見てきました。この子は、いつも元気だ、この子は少しおとなしい、

この子はいつもギリギリに走って来る。 

大きな声で、おはようと私より先に挨拶する子。その子その子の個性が垣間

見えます。兎に角、めちゃくちゃな行動を起こす子は今まで観ていません。み

んなマナーを守るいい子ども達です。集団での行動を取ることができる子ども達
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です。これは、日本人の持っている遺伝子（DNA）の影響かもしれませんね！ 

そんな子を見守り続けて５年、実は、交差点で何度か危ない状況が有りました。信号の変わり鼻

に無理して突っ込んでくる車、信号が青になった途端ダッシュする子供、ときには雪道での転倒し

交差点に入ってしまう子・・ 

危ない！と大声を出し寸前で接触を回避できたこと等・・・・ 

あ！あ！あ！では間に合わない車との事故に備えて、安全には安全を重ねて無理な横断はさせな

い、しない癖をつけることが必要だと感じました。 

今日も一日無事に下瀬谷坂上交差点を渡れた。安堵の思いで帰ります。瀬谷さくら小学校の児童

の交通事故は皆無と聞き及んでいますが、これから先、事故が起きない保証はありません。 

これからも、気を引き締めて登校下校時の子供の安全を見守り続けることは必要ですが、交通ル

ールを守らない一部の悪質ドライバーが居ることも事実として認識し注意しなければなりません。 

児童の交通安全は親、学校、地域で指導して危険、怖いことを教えることが肝要です。どうか学

校、地域、支援隊全員で小学６年間を元気で楽しく、学び、遊べるように見守りましょう！  

 

【活動実績】 

平成２9年度運営協議会（第１号発行以降） 

第３回  平成２９年 ９月１２日   前期学校評価検討、活動報告展示について 

  第４回  平成２９年１１月２８日   全国学力・学習状況調査（６年）報告、各部会報告 

  第５回  平成２９年１２月 ９日   学習発表会における学校運営協議会活動報告 

  第６回  平成３０年 ２月２２日   後期学校評価検討、学校運営協議会実施報告検討 

                     学校評価報告書検討、次年度の取組について 

 

 

【編集後記】 

運営協議会だより平成29年度第２号発行にあたり、各所属部

会の方々の報告をさせていただきました。従来学習発表会のとき

に学校運営協議会の活動内容をパネル展示にて行っていました

が、今年度初めてプロジェクターによる映像を使った活動報告を

させて頂きました。本来は保護者の方々に理解をしていただく主

旨でしたが、子どもたちの方が興味を持ってくれ、食い入るよう

に見てくれました。子供から保護者の方々に伝わることを期待す

る次第です。 

日頃から学校運営に対してご意見等をお持ちの方は、ご遠慮な

くさくら小学校、又はお近くの学校運営協議会委員までご連絡く

ださい。 （広報担当部会 渡辺、芦田、力田） 


